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遷移円盤とは中心領域のダスト放射が弱い空隙状の構造を持つ円盤であり，進化の進んだ原始惑星系円盤と考
えられているが，この円盤の形成メカニズムは分かっていない。遷移円盤はスペクトルエネルギー分布（SED）
において，赤外超過が少ない天体として同定される。しかし，遷移円盤とその前段階と考えられている内部円盤
をもつ前遷移円盤の分類は SEDのみでは困難であることが明らかになってきた。そこで，円盤進化や惑星形成を
研究するには高分解能観測が必要である。
今回，SEDの赤外超過から遷移円盤と予想される天体を選出し，ALMA望遠鏡を用いた空隙内の内部円盤の探

索を試みた。本講演では，選出天体の一つである SY Cha（距離 183pc，質量 0.8M⊙）の 225GHzダスト連続波
とCO分子輝線の高分解能観測（0.14秒角）の結果を報告する。ダスト連続波からは，半径およそ 100auのリン
グ構造に加え，SEDから判別できなかった中心点源が検出された。低解像度での撮像は過去にALMAでなされ
ていたが，中心部の空隙と中心点源がはっきりとイメージ上で確認されたのは初めてである。また，12CO(2− 1)
輝線の速度構造の解析から，円盤の外側とは回転軸が異なる内部円盤の存在（warp構造）を示唆する結果が得ら
れた。講演では，以上の結果を報告するとともに，円盤構造の成因について議論する。


